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最初に目次



文書4‐3精神病者私宅監置願い（1家族提出）


[

大
分
県
佐
伯
警
察
署

十
五
．
二
．
二

佐
伯
第
七
二
号] 

（
注
：
の
印
が
あ
り
）



精
神
病
者
私
宅
監
置
願



本
籍

○
○

○
○

○
○



戸
主

○
○
名
八
（
注
：
実
父
の
名
前
）


住
所

右
に
同
じ



患
者

○
○

○
○



○
○

○
○
（
注
：
生
年
月
日
）



右
患
者
は
、
両
親
の
手
元
で
育
て
ら
れ
、
兄

弟
三
人
中
長
男
で
他
の
二
人
は
女
子
で
あ
る
。
な
の
で
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
農

業
に
従
事
し
た
。



大
正
十
年
六
月
五
日
、
〇
〇
（
注
：
妻
）
と
関
係
を
結
び
男
子
○
○
（
注
：
息
子
）

が
生
ま
れ
の
で
、
妻
と
し
て
入
籍
し
○
○
（
注
：
息
子
）
を
、
出
生
と
同
時
に
引
き

取
り
養
育
し
た
。
本
人
も
こ
れ
に
対
し
異
論
は
な
く
賛
成
し
て
い
た
。



大
正
十
二
年
三
月
十
八
日
、
○
○
（
注
：
妻
の
父
）
の
長
女
○
○
（
注
：
妻
）
を
妻

と
し
て
も
ら
い
、
非
常
に
喜
ん
で
家
庭
円
満
で
農
業
に
従
事
し
、
四
人
の
子
供
が
い

た
。



昭
和
九
年
春
頃
か
ら
○
○
（
注
：
妻
）
が
病
（
注
：
結
核
）
に
侵
さ
れ
、
そ
の
養
生

と
家
族
は
大
変
心
配
し
て
、
佐
伯
町
の
小
沼
医
院
に
、
千
三
百
七
十
円
の
薬
代
を
払

っ
た
が
、
そ
の
効
果
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
大
変
心
配
し
て
そ
の
頃
よ
り
、
精
神
に

異
常
を
き
た
し
た
。



昭
和
十
年
二
月
妻
○
○
の
病
気
が
、
毎
日
進
ん
で
い
る
こ
と
を
心
配
し
て
実
家
に
戻

り
、
そ
の
時
四
人
の
子
供
を
同
伴
し
て
帰
っ
た
が
、
子
供
に
対
し
て
病
気
が
感
染
す

る
の
で
は
な
い
か
、
離
れ
て
暮
ら
し
本
人
は
病
気
が
ま
す
ま
す
増
し
て
、
食
欲
は
な

く
な
り
不
眠
と
な
り
妻
の
実
家
に
周
辺
に
飛
び
出
て
心
配
す
る
の
で
、
妻
は
約
八
ヶ

月
で
帰
っ
て
き
た
。



だ
が
妻
は
昭
和
十
一
年
七
月
四
日
、
つ
い
に
亡
く
な
っ
た
。
患
者
は
ま
す
ま
す
病
気

が
重
く
な
り
夜
も
寝
な
い
で
タ
バ
コ
を
吸
い
火
の
気
を
そ
ま
つ
に
す
る
の
で
、
そ
れ

を
注
意
す
る
と
家
の
者
に
対
し
て
も
、
朝
夕
棒
を
持
っ
て
殴
り
か
か
る
。
注
意
す
る

他
人
に
対
し
て
も
棒
を
持
っ
て
殴
る
。
火
気
を
も
て
あ
そ
び
い
つ
火
事
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
保
護
の
た
め
監
置
し
な
い
と
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。



右
の
通
り
の
し
だ
い
で
、
注
意
し
た
人
に
対
し
て
も
棒
を
振
り
ま
わ
し
、
タ
バ
コ
の

す
い
が
ら
や
マ
ッ
チ
棒
な
ど
を
毎
日
の
よ
う
に
捨
て
て
い
ま
す
の
で
、
監
置
し
な
い

と
不
始
末
を
す
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
別
紙
の
通
り
に
、
医
師
の
診
断
書
他
相
違
あ

り
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



昭
和
十
五
年
一
月
十
七
日



右



○
○
名
八
（
注
：
実
父
の
名
前
）
㊞



大
分
県
知
事

纐
纈
弥
三
殿





4‐2精神病者私宅監置許可出願の件（2警察調
査）


[

大
分
県
警
察
部
第
五
七
七
号

十
五
．
二
．
五] 

（
注
：
の
印
が
あ
り
）



佐
伯
衛
第
七
二
号



昭
和
十
五
年
二
月
二
日



佐
伯
警
察
署
長



警
部
木
本
右
之
助



大
分
県
知
事

纐
纈
弥
三
殿



精
神
病
者
私
宅
監
置
許
可
出
願
の
件



標
記
の
件
に
関
し
、
○
○
名
八
（
戸
主
、
患
者
の
父
の
名
前
）
か
ら
別
紙
の
通
り
出
願
が
あ

り
、
調
査
す
る
と
左
記
の
通
り
で
事
実
相
違
な
く
監
置
を
要
す
る
と
認
め
ま
す
。
ご
許
可
さ

れ
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
ま
す
。



記



一
、
被
監
置
者



本
籍

○
○

○
○

○
○



住
所

○
○



戸
主

○
○
名
八

長
男



無
職

○
○



○
○

○
○
（
注
：
生
年
月
日
）



二
、
監
護
義
務
者



本
籍

○
○

○
○

○
○



住
所

右
記



戸
主

農
業



○
○
名
八
（
名
前
）



○
○

○
○
（
生
年
月
日
）



右
の
者
は
高
齢
で
あ
る
が
、
家
族
内
の
適
当
な
監
護
者
、
戸
主
○
○
が
、
精
神
病
者
監
護
法

第
一
条
、
第
二
項
第
四
号
に
あ
た
り
、
義
務
を
行
う
順
位
も
問
題
は
な
し
。



三
、
監
置
の
方
法



私
宅
監
置
で
あ
る



四
、
被
監
置
者
の
症
状



被
監
置
者
の
妻
は
肺
結
核
に
か
か
り
、
昭
和
十
年
二
月
頃
、
四
人
の
子
女
を
残
し
実
家

に
帰
る
な
ど
、
家
庭
的
不
遇
な
こ
と
に
ず
い
ぶ
ん
悩
み
食
欲
も
な
く
な
り
、
精
神
に
異
常
を

き
た
し
た
。
夜
間
家
を
飛
び
出
し
妻
の
実
家
を
訪
れ
、
止
め
る
者
に
暴
行
を
加
え
る
な
ど
が

あ
っ
た
。



昭
和
十
二
年
七
月
、
妻
が
亡
く
な
る
と
病
気
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
り
、
最
近
で
は
毎
月

一
、
二
回
多
い
時
は
三
、
四
回
も
徘
徊
し
、
周
囲
の
家
に
侵
入
し
棒
を
持
ち
、
戸
や
障
子
を

壊
す
こ
と
な
ど
増
え
た
。
本
年
一
月
十
六
日
に
は
午
後
八
時
頃
突
然
隣
家
の
○
○
方
の
裏
口

の
雨
戸
を
こ
ん
棒
で
打
ち
破
り
、
土
足
で
屋
内
に
侵
入
し
、
家
人
に
暴
行
し
よ
う
と
す
る
の

を
、
実
父
が
止
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
突
き
倒
し
足
に
け
が
を
さ
せ
た
。



ま
た
本
人
は
タ
バ
コ
を
好
み
、
す
い
が
ら
、
マ
ッ
チ
を
す
っ
た
あ
と
、
所
構
わ
ず
投
げ

捨
て
、
注
意
し
て
止
め
れ
ば
暴
行
す
る
な
ど
、
自
傷
他
害
の
恐
れ
が
あ
り
、
危
険
で
監
置
の

必
要
を
認
め
る
。



五
、
監
置
室
構
造
設
備



監
置
室
は
自
宅
接
す
る
馬
屋
を
利
用
し
て
設
け
る
も
の
で
衛
生
、
保
安
上
問
題
は
な
い
。



そ
の
構
造
、
設
備
は
大
正
十
二
年
五
月
二
十
六
日
付
け
、
衛
達
第
二
五
〇
〇
号
標
準
に
準

じ
て
不
都
合
な
こ
と
は
な
い
。



六
、
医
師
診
断
書



事
実
相
違
な
く
不
都
合
は
な
い
。



七
、
監
護
義
務
者
の
資
産
、
収
入
、
生
活
の
状
況



戸
主
、
名
八
は
資
産
田
五
畝
★
せ
★
歩
、
畑
二
反
五
畝
★
せ
★
歩
に
住
宅
一
棟
、
屋
敷
五
十

六
坪
、
そ
の
他
見
積
も
り
千
五
百
円
あ
る
が
、
借
金
が
千
三
百
円
あ
り
、

農
業
収

入
は
年
五
百
円
位
で
農
業
で
下
位
の
生
活

を
営
む
が
私
宅
監
置
は
可
能
で
あ
る
。



4‐4精神病者一週間献立表(3指導を受け作成)


献
立



一
、
朝
食

米
め
し
に
み

そ
汁
と
漬
物


昼
食

米
め
し
に
漬
物
に

ほ
し
魚
類



夕
食

米
め
し
に
野
菜
に

魚
類
を
付
け
る



右
は
常
食
、
た
だ
し
四

季
に
適
し
た
野
菜
と
魚
類

を
食
事
に
つ
け
る
。



二
、
衣
類
や
夜
具
な
ど
を

四
季
に
応
じ
て
、
支
給
す

る
。



本
人
に
対
し
て
式
に
応
じ

て
、
衣
類
の
洗
濯
を
し
て

、
常
に
清
潔
に
す
る
。





4-5（監置室）仕様書


設
置
場
所



一
、
○
○
（
住
所
）
に
建

設
す
る
（
自
宅
敷
地
内
）


監
置
室
は
南
方
に
向
き
間

口
八
尺
、
奥
行
き
八
尺
の

平
屋
と
す
る
。
別
紙
添
付

平
面
図
の
通
り
。



床
下
は
地
面
か
ら
一
尺
五
寸
（
四
五
㎝
）
の
高
さ
で
、
土
台
よ
り
天
井
ま
で

は
一
丈
二
尺
（
ｍ
）
の
高
さ
で
、
三
尺
ご
と
に
四
寸
角
の
杉
柱
を
建
て
、
こ

れ
に
床
か
ら
高
さ
二
尺
ご
と
に
横
棒
を
通
す
。



床
、
天
井
と
壁
は
松
板
、
正
一
寸
を
全
て
五
寸
釘
で
張
る
。



そ
の
上
に
二
、
三
畳
を
し
き
そ
の
他
は
板
張
り
と
す
る
。



一
、
正
面
は
二
尺
五
寸
、
高
さ
三
尺
の
出
入
口
を
つ
け
、
そ
の
と
び
ら
は
内

外
、
板
張
り
で
開
き
戸
と
す
る
。



そ
の
開
き
戸
に
カ
ギ
を
つ
け
、
戸
の
外
側
に
は
か
ん
ぬ
き
を
付
け
て
お
く
。



天
井
か
ら
下
、
三
尺
に
二
寸
角
の
柱
を
二
寸
ご
と
に
は
ば
三
尺
に
窓
を

作
る
。
そ
の
下
に
は
ば
一
尺
の
食
事
の
差
入
れ
口
を
作
る
。



一
、
内
部
板
の
間
に
、
長
さ
一
尺
、
は
ば
五
寸
の
便
所
を
作
る
。



便
所
の
つ
ぼ
は
外
部
か
ら
箱
を
差
し
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。



一
、
天
井
の
高
さ
は
畳
の
表
面
か
ら
八
尺
五
寸
。



一
、
監
置
室
の
内
部
は
食
事
差
入
れ
口
か
ら
見
た
と
き
は
、
内
部
全
体
が
見

え
る
よ
う
に
す
る
。



一
、
監
置
室
の
前
面
の
五
尺
の
所
を
板
張
り
と
し
、
他
人
が
来
た
時
に
監
置

室
を
す
ぐ
に
は
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
。



一
、
夜
の
た
め
に
監
置
室
に
電
球
一
個
を
つ
け
る
。



一
、
非
常
の
場
合
は
誰
で
も
、
前
面
に
あ
る
か
ん
ぬ
き
と
カ
ギ
を
は
ず
そ
、

患
者
を
外
部
に
出
す
よ
う
に
す
る
。



そ
の
他
：
大
正
十
二
年
達

第
二
五
〇
〇
号
に
基
づ
き

部
屋
を
完
全
に
す
る
。



監置室見取り図



周囲の地図



4-6診断書


本
籍
○
○

○
○
○
○



患
者

○
○

○
○

○
○

○
○
（
生
年
月
日
）



一
、
病
名

う
つ
憂
狂



一
、
発
病

昭
和
十
年
二
月
不
詳
日



一
、
既
往
歴

も
と
も
と
温
厚
な
性
格
で
口
数
は
少
な
い
。
健
康
で
家
業
に
は
げ
み
、

他
人
の
称
賛
の
的
だ
っ
た
。



昭
和
十
年
二
月
初
旬
頃
、
愛
妻
が
家
庭
の
事
情
で
、
四
人
の
愛
児
を
残
し
て
離
別
と
な
る

や
毎
日
楽
し
ま
ず
緘
黙
と
な
り
だ
ん
だ
ん
食
欲
は
な
く
な
り
、
不
眠
と
な
り
愛
児
の
将
来

を
黙
っ
て
じ
っ
く
り
と
深
く
考
え
込
み
、
悩
み
苦
し
ん
で
神
経
は
過
敏
と
な
り
夜
中
部
独

り
言
を
い
い
、
夜
家
を
飛
び
出
る
。
実
家
に
去
っ
た
愛
妻
の
も
と
を
訪
ね
、
隣
人
が
止
め

よ
う
と
す
る
と
、
暴
力
で
抵
抗
す
る
。



父
母
、
同
胞
の
区
別
は
つ
く
が
、
興
奮
し
た
時
は
こ
の
人
た
ち
に
も
暴
力
で
応
酬
し
、
易

刺
激
粗
暴
に
な
り
つ
い
に
は
自
他
を
識
別
す
る
力
も
欠
い
て
、
道
具
を
壊
し
付
近
の
人
に

暴
力
を
用
い
る
な
ど
の
行
為
が
あ
る
。
意
識
は
混
乱
し
、
健
忘
症
に
陥
り
今
日
に
い
た
る

。



一
、
遺
伝
歴

患
者
の
父
母
、
祖
父
母
、
同
胞
な
ど
に
精
神
病
の
遺
伝
関
係
は
な
い
。



一
、
本
人
歴

既
往
歴
の
記
載
の
通
り
。



一
、
現
症

生
ま
れ
つ
き
中
肉
中
背
の
男
子
。
顔
面
蒼
白
、
顔
貌
少
し
欠
陥
状
態
で

、
食
欲
不
振
で
栄
養
は
悪
く
頭
髪
や
ひ
げ
は
伸
び
放
題
で
あ
る
。
他
人
が
介
入
す
る
こ
と

を
好
ま
ず
、
孤
独
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
あ
ｎ
感
じ
で
、
毎
日
数
回
自
分
の
家
の
周
囲
を

徘
徊
す
る
。



全
く
家
業
を
顧
み
な
い
で
、
無
為
、
自
閉
で
好
ま
な
い
こ
と
を
強
要
さ
れ
た
り
、
嫌
い
な

人
を
見
る
と
津
全
暴
力
的
に
な
る
。
タ
バ
コ
を
吸
い
、
マ
ッ
チ
を
も
て
あ
そ
び
少
し
の
油

断
も
な
ら
な
い
。
興
奮
状
態
の
時
は
親
子
の
区
別
も
な
く
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。



胸
部
と
腹
部
は
触
診
で
異
常
は
な
い
。
瞳
孔
反
射
と
膝
蓋
腱
反
射
は
少
し
低
下
し
て
い
る

。
三
、
四
日
に
一
回
、
硬
い
便
を
排
出
す
る
。



一
、
診
断

薬
物
を
与
え
て
も
嫌
っ
て
飲

ま
な
い
。
興
奮
状
態
の
時
は
他
人
に
危
害
を
加

え
、
あ
る
い
は
火
を
も
て
あ
そ
ぶ
と
こ
ろ
が
あ

り
、
監
置
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
す
る
。



右
の
通
り
に
診
断
す
る
。



昭
和
十
五
年
一
月
十
六
日



大
分
県
南
海
部
〇
〇
村
大
字
大
坂
〇
一
一
七
二



医
師

大
庭
慶
雄
㊞



4-1精神病者私宅監置許可に関する件伺い


[

完
結]

（
注
：
の
印
が
あ
り
、
以
下
「
大
分
県
」
と
書
か
れ
た
公
用
紙

に
記
載
）



昭
和
十
五
年
二
月
七
日
決
済

昭
和
十
五
年
二
月
七
日
施
行

清
書

、
佐
藤
の
㊞

確
認
、
佐
藤
の
㊞



昭
和
十
五
年
二
月
六
日
立
案

警
部
補

佐
藤
文
男
㊞



警
察
部
長
㊞

衛
生
課
長
㊞

課
長
㊞

衛
生
技
師
㊞



精
神
病
者
私
宅
監
置
許
可
に
関
す
る
件
伺

い



住
所
○
○

○
○
○
○



戸
主

○
○
名
八

生
年
月
日

○
○
年
○
月
○
○
日
生



右
の
者
よ
り
別
紙
の
通
り
、
精
神
病
者
長
男
、
○
○

〇
○
、
○
○
年
○

月
○
○
日
生
ま
れ
の
私
宅
監
置
許
可
願
い
が
出
た
の
で
調
査
し
た
と
こ
ろ



申
請
書
な
ら
び
に
添
付
書
類
記
載
事
項
に
相
違
の
点
は
な
い
。



患
者
の
症
状
は
別
紙
、
医
師
診
断
書
と
所
轄
〇
〇
警
察
署
長
の
報
告
の
通

り
に
、
憂
う
つ
症
で
火
気
を
も
て
あ
そ
び
暴
行
性
が
あ
り
、
監
置
す
る
ほ
か

適
当
な
療
養
の
方
法
が
な
い
。



監
護
義
務
者
は
、
患
者
の
高
齢
の
実
父
で
責
任
能
力
は
完
全
で
資
産
は
わ
ず

か
だ
が
、

家
族
の
農
業
の
収
入
に
よ
り
監
護

義
務
を
行
う
の
に
支
障
は
な
い
。
監
置
室
は
義

務
者
の
居
宅
内
に
続
く
旧
馬
屋
の
一
部
を
改
造
し
て
使
用
す
る
も
の
で
そ
の

構
造
、
設
備
は
大
正
十
二
年
、
衛
達
第
二
五
〇
〇
号
標
準
に
準
拠
し
、
強
固

で
破
壊
、
逃
走
の
恐
れ
は
な
く
、
そ
の
他
、
公
安
と
衛
生
保
持
上
の
支
障
は

な
い
。



な
お
所
轄
〇
〇
警
察
署
長
の
報
告
も
あ
り
、
ご
認
可
の
上
、
左
案
に
よ
り
指

令
書
を
申
し
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



案

指
令
衛
第
五
七
七
号



住
所

○
○

○
○

○
○



戸
主

○
○
名
八



明
治
○
○
年
〇
月
〇
〇
日
生



昭
和
十
五
年
一
月
十
七
日
付
け
申
請
の
精
神

病
者
、
長
男
〇
〇
（
本
人
の
名
前
）
、
明
治

○
○
年
〇
月
〇
〇
日
生
ま
れ
を
、
私
宅
監
置

室
に
監
置
の
件
を
認
可
す
る
。



昭
和
十
五
年

月

日



知
事
名



文書1‐2精神病者死亡届け


（
「
大
分
県
」
と
書
か
れ
た

公
用
紙
に
記
載
）



住
所

○
○

○
○

○
○



監
置
精
神
病
者

○
○

○
○
年
○
月
○
○
日
生



右
の
者
は
、
監
置
精
神
病
者

と
し
て
監
護
中
の
昭
和
十
四

年
十
二
月
十
一
日
午
後
九
時

死
亡
い
た
し
、
別
紙
医
師
診

断
書
を
添
え
届
け
出
ま
す
。



昭
和
十
四
年
十
二
月
十
二
日



右
、
住
所
○
○

○
○



監
護
義
務
者

○
○



大
分
県
知
事

纐
纈
弥

三
★
こ
う
け
つ
や
ぞ
う
★
殿



日本全国の入院患者数が送られてきた



月報の一部



私宅監置室：私宅



私宅監置室：市有監置室



結論

 1、私宅監置は家族が希望し警察に届けた。

 2、精神科病院の数も少なく薬物療法も乏し
かった時代、触法患者に地域は悩んでいた。

 3、明治、大正時代から比べ、昭和１５年頃
には患者の待遇は警察力によってではあるが
かなり改善された。

 4、かんたんに監置を乱用したり、患者を虐
待するようなことは困難だった。

 5、戦争でシステムは壊滅したが、一つ一つ
を点検すると現在の法律に受け継がれている


